別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：国際化推進費
	事業名:　 自治体国際協力促進事業（モデル事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　総合企画部　国際課　国際政策担当　電話番号：058-272-1111（内2352）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11129@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,702千円（前年度予算額：2,916千円）

	事業内容


	１　事業の内容


本県の友好都市である江西省から花き生産者を研修員として受け入れ、花き分野における生産技術、経営管理、流通等について座学と実務を交えた研修を行うことにより、両県省の花き交流を担う人材を育成するとともに、同省における花きの生産技術向上と花き産業の発展に寄与し、両県省の花きビジネス連携の促進に繋げる。
事業の実施にあたっては、(財)自治体国際化協会の「自治体国際協力促進事業（モデル事業）※」を活用する。
【研修概要】
・研修員受入：中国江西省の花き生産者１名（５ヶ月程度）
　　・研修機関　：岐阜県園芸特産振興会花き部会、県立国際園芸アカデミー、(財)岐阜県国際交流センター　等

・フォローアップ調査：研修終了後、専門家等３名程度を江西省へ派遣して研修効果を確認し、現地でのフォローアップを行うとともに、今後の連携について調査と協議を行う。
　　※　「自治体国際協力促進事業（モデル事業）」：(財)自治体国際化協会が平成８年度に創設した助成事業で、国内自治体が行う国際協力事業のなかでも先駆的な役割を果たすと認められる事業を「モデル事業」と認定し、助成等を行うもの。

	２　所要経費


・研修員受入：1,789千円
　　・フォローアップ調査：913千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　１　多様なつながりを持ち、地域を支える力を持った人を育てる

・　多様な人とつながる力を育てるために

　　
	２　これまでの取組状況


平成２２年度から(財)自治体国際化協会の「自治体国際協力促進事業（モデル事業）」を活用し、県内花き産業の活性化に繋がる交流事業を実施。
平成２２年度事業では、江西省の花き生産者を受け入れ、県内の花き生産者等１２カ所において、生産、流通等の実務研修を実施するとともに、県国際園芸アカデミーでの園芸分野における専門研修、生産地視察などを実施した。
	３　これまでの取組に対する評価


岐阜県と江西省は、長年にわたり様々な友好交流を重ねてきており、今後は、その友好交流の成果を踏まえて、民間レベルでの連携促進を積極的に支援する新しい段階に入っている。
平成２０年、本県と江西省との友好２０周年を機として、岐阜県園芸特産振興会花き部会と江西省花卉協会との間で交流に関する覚書が締結され、本県と江西省との間でも覚書を結びこうした民間交流を支援することとしている。
本事業は、行政と民間団体との協働により行う人材育成事業であり、この事業によって育成した人材を核として、今後、両県省の花き分野における交流の発展が期待できる。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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